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戦後ベストセラー小説と流行語
 
―『斜陽』 『三等重役』 『太陽の季節』 『美徳のよろめき』―
 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実際、ベストセラーとなった作品がなぜ多くの読者を得た か ということが語られる際にはどうしても 作者を りまくスキャンダルや、作品に扇情
的な主題・表現が用 られていたことが要因であるという結論に帰結してしまうことが多い。
 






































































自殺したとみられる華族 実際に存在 たことから、 『斜陽』と結び付けて報道されるようになっていく。
 












































また、当時『斜陽 を読んだ読者 感想を見てみると、母の最期のみ 読み、その後 かず子の展開を無視しているものが多い。
 






















































































































































































































まず、 「斜陽族」は太宰治 斜陽』から生まれた言葉で、 「時勢の変化のために没落した、もと上流階級の人々。貴族や華族などで、しだいにおちぶれて

























































































































































































と「オーバーラップ」す ことや、主人公たちが「まさに当時の世相のなかで人々が身近に見ることのできた没落華族であった」ことを挙げたうえで、 「だがなににもまして、単行本となった『斜陽』が版を重ねるさ かの太宰の入水自殺という衝撃的な話題性が、 『斜陽』を作家太宰自身が体現し 〈滅び〉というコンテクストに引きつけさせ、さらに多くの読者を獲得していった」
七と述べており、情死事件による話題性をより重視している。
 



































































「生家の没落の様相」 目にしたことで芽生えたものと い 。
十一
帰京した太宰は一九四六年十一月二十日に新潮社の面々に構想を伝え、 『新潮』




















































































































































陛下も出席されて御熱論」 （ 『朝日新聞』一九四六年九月一日付） 、 「皇室財産課税五十億か」 （ 『読売新聞』一九四六年










































































































『週刊朝日』昭和二十二年十月六日号） 、 「宮様、平民への門出」 （ 『サンデー毎日』同年十一月九日号）と特集が組ま




















































実際、この事件で非難が集中したのは の家族に対してであった。家隆に対して世間は同情的で、 「見知らぬ他人から配給のアンズやタオル 差入れ、
引取つて世話したいとの申出、 ある は立派に更生 下さいなどの激励文」
三十三
が届いたという。 この反響を受けて朝日新聞の記者は 「一般の亡びゆく、



































































































































ているよ だ」と繁盛している例を多くあげていることから、 『読売新聞』が華族の没落を強調する記事を掲載している傾向がうか える。
 












































「斜陽」という単語を「没落」の意味に置き換え も通用すると考えていたのかも れな 。
 
 
また、 『週刊朝日』一九四九年一月三十日号では、 「人の噂も七十五日物語」という特集が組まれている。そこには昨年新聞紙上を賑わした人々 その後






































































たとえば、 四月十三日の 「編集手帖」 では学習院を 「斜陽学校」
五十一

















































ほとんどの流行語辞典では、 「斜陽族」の例として高木氏の事件を挙げ、一九四八年に流行し 言葉とし 考えられてきた。
 
しかし、今回の調査から、高木氏 事件前 には、事件と『斜陽』を結び付ける傾向は確認できるものの、 「斜陽族」という言葉が用いら ていなかった
ことや、一九四九年以降『読売新聞』が（旧華族の） 「没落」という単語を「斜陽」に置き換えており、実在の旧華族の没落と『斜陽』を意識的に結び付けている様子がうかがえる。
 
一九四九年以降 地方紙や雑誌上でさかん 華族 没落を意味する言葉として『斜陽』を用いる動きが確認できるが、 『読売新聞』 ように、華族の没落
を『斜陽』 いう言葉を用いて定期的に報道 続けると う姿勢は非常に稀で
あった。 『斜陽』が華族の没落を主題とした物語として熱狂的に受容され、の






















この結果を踏まえた上で なぜ太宰が『斜陽』の主人公一家 華 階級に設定したのかを改めて考えていく必要があるだろう。
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新聞社 日付 見出し キーワード
朝日新聞 1945/9/30 議会制度の改革（下）　華族の特権廃止 華族制度
朝日新聞 1945/11/13 華族令改正に着手 華族制度
朝日新聞 1945/11/17 華族制度の改革に着手　華族令・全面的に検討 華族制度
朝日新聞 1945/12/7 華族の政治的特権　首相答辞　剥奪を研究中 華族制度
朝日新聞 1945/12/28 華族世襲財産法廃止　政府・来議会に提案 華族制度
読売新聞 1946/1/21 華族制の全廃決定　全国三百余名に及ぶ 華族制度
朝日新聞 1946/3/3 財産調査、けふ午前零時 財産税
読売新聞 1946/3/3 財産調査日 財産税
毎日新聞 1946/3/3 財産調査・申告の手引 財産税
朝日新聞 1946/3/20 満員電車に三笠宮　 皇族
朝日新聞 1946/4/7 若宮たちの働く決意　新円で苦しい御生活 皇族
朝日新聞 1946/5/8 皇族の人間的解放　“国民は捉われ過ぎる　気楽になった我々”　 皇族
朝日新聞 1946/5/9 天声人語（三笠宮に関する記事）　 皇族
読売新聞 1946/5/13 “天皇よ人間なら飢えたるこの声を”　世田谷大会　宮内庁へデモ 皇族
読売新聞 1946/5/14 白米の残飯がたらひに三つ　宮城内　皇族方の夕食献立発見 皇族
朝日新聞 1946/5/24 皇族の特権を廃止　十四家の資産に課税　マッカーサー司令部指令 皇族
読売新聞 1946/5/24 皇族の特権を廃止　十四宮家へ天皇の被護絶つ 皇族
読売新聞 1946/5/24 苦しくなるお台所　皇族方も職探し 皇族
朝日新聞 1946/7/13 ゆき悩む各宮家のお台所　生活の簡素化に腐心　 皇族
朝日新聞 1946/8/19 崩れゆく封建制　梨本宮別邸売立に地元怒る 皇族
朝日新聞 1946/9/1 皇族の臣籍降下　陛下も出席されて御熱論 皇族
朝日新聞 1946/9/11 皇族の地位と範囲に変更 皇族
読売新聞 1946/9/14 皇室財産課税五十億か 皇族
読売新聞 1946/9/15 皇室財産にも財産税近く公布 皇族
読売新聞 1946/9/16 民主化される新皇室典範 皇族
朝日新聞 1946/11/3 新憲法きょう公布　歴史的式典を挙行 新憲法
朝日新聞 1946/11/19 財産税法・施行規則　あす実施 財産税
朝日新聞 1946/11/24 新皇室典範・皇室経済法案成る 皇族
朝日新聞 1946/12/8 典範改正へ　皇族の立場から　三笠宮のおはなし 皇族
毎日新聞 1946/12/20 皇族　一せいに臣籍御降下 皇族
読売新聞 1946/12/27 明春、臣籍に降下 皇族
朝日新聞 1946/12/31 皇族の臣籍降下　二月、市民の仲間入り 皇族
朝日新聞 1947/1/3 秩父宮妃　気楽になった昨今　時折は殺人列車で上京 皇族
読売新聞 1947/1/3 臣籍降下の宮家　生活新設計　竹田宮は農園経営　本邸を手放す久邇宮　 皇族
朝日新聞 1947/1/22 華族世襲財産廃止法案提出決る 華族
朝日新聞 1947/2/4 “もっと優美に―”　高松宮・ダンス談義 皇族
朝日新聞 1947/2/6 “闇驅逐”…と華族商法　産地直結を看板の子爵乾物店　 華族
読売新聞 1947/2/12 別荘の賣物が続出　財産税生み出しに悩む湘南　 財産税
読売新聞 1947/2/21 財産税　皇室は三十三億　皇族の筆頭は高松宮の一千万円 皇族
朝日新聞 1947/3/11 宮様廃業　転身の目当てをどこへ 皇族
読売新聞 1947/3/16 財産税　納付は百四十億　赤字を背負い込んだ某財閥　 財産税
読売新聞 1947/4/1 “宮さま運転手第一号”　三笠宮　操縦試験に軽くパス　 皇族
朝日新聞 1947/5/3 新憲法きょうから施行 新憲法
読売新聞 1947/8/24 皇族籍離脱に甘くない世間 皇族
読売新聞 1947/8/29 スクリーン　変る配役の顔ぶれ　 安城家の舞踏会
読売新聞 1947/9/5 （広告）遂に完成！　安城家の舞踏会　 安城家の舞踏会
毎日新聞 1947/9/27 （広告）安城家の舞踏会　本日封切　 安城家の舞踏会
読売新聞 1947/9/27 （広告）本日封切　安城家の舞踏会　 安城家の舞踏会
朝日新聞 1947/10/5 映画評　安城家の舞踏会　 安城家の舞踏会
朝日新聞 1947/10/10 ニセ摘発隊三人組　元伯爵の次男が一役　 華族
毎日新聞 1947/10/14 きょうから「平民」　五十一方　皇室会議で決定 皇族
朝日新聞 1947/10/14 十一宮家きょう離籍　五十一方が新生活へ 皇族
読売新聞 1947/10/14 皇族・宮号を姓に　きょうから一国民 皇族
朝日新聞 1947/10/15 天声人語（宮家に関する記事） 皇族
読売新聞 1947/10/16 元軍人皇族を追放　東久邇ら十一名 皇族
朝日新聞 1947/10/17 元皇族十一氏を公職追放 皇族
朝日新聞 1947/10/19 元宮様たち陛下にお別れ 皇族
毎日新聞 1947/10/19 両陛下とお別れの盃　臣籍降下卅三氏 皇族
読売新聞 1947/10/22 ぬかった梨本氏　お蔵の衣類をごっそり　 皇族
朝日新聞 1947/10/30 久邇朝子嬢の結婚　 皇族
読売新聞 1947/10/30 家探しの念願叶って　久邇朝子さんと島津氏結婚　 皇族
読売新聞 1947/12/4 ホールに高松宮　“民衆のダンス”に拍手　 皇族
朝日新聞 1948/6/4 清棲元伯爵の長男が盗み　家を飛出して転落の生活　 華族
読売新聞 1948/6/4 清棲元伯爵の息　詐欺、窃盗で逮捕状　名門の子　語る転落の道 華族
毎日新聞 1948/6/4 愛に飢えた名門の息　ついに窃盗へ転落　父も姉も取り合わず 華族
朝日新聞 1948/6/13 清棲家隆、起訴猶予　 華族
読売新聞 1948/7/12 高木元子爵（三笠宮妃実父）失踪　 華族
毎日新聞 1948/7/12 高木氏（三笠宮妃実父）失踪　 華族
朝日新聞 1948/7/12 八日夜から行方不明　高木元子爵　 華族
毎日新聞 1948/7/13 手がかりなし　ナゾの高木氏　 華族
読売新聞 1948/7/14 高木元子爵の自殺説有力　太宰氏情死に衝撃？　時勢にとけきらぬ深刻な悩み　 華族
毎日新聞 1948/7/14 足どり尚不明　失そうの高木氏　 華族




新聞社 日付 見出し キーワード
読売新聞 1948/7/15 高木氏の遺書発見　“探してはならぬ、自然に還元する”　滅びゆく旧貴族の苦悶　 華族
毎日新聞 1948/7/15 高木氏の遺書発見　経済破綻による自殺か　 華族
毎日新聞 1948/7/15 高尾山等を探す　三笠宮が語る高木氏の失踪　 華族
朝日新聞 1948/7/15 窮乏から自殺行　高木氏、家族への遺書　 華族
読売新聞 1948/7/16 與瀬か　浅間山か　高木氏　依然手がゝりなし　 華族
毎日新聞 1948/7/16 高尾山を捜査　高木氏の行方　 華族
朝日新聞 1948/7/16 天声人語（太宰・高木氏の自殺に関して）
読売新聞 1948/7/23 高木氏と塩尻（長野）まで同車　知人から邦子夫人へ新事実　 華族
朝日新聞 1948/7/24 高木氏の死体捜査　 華族
朝日新聞 1948/7/25 “高木証人”はホラ男　 華族
読売新聞 1948/7/26 悩みは果てなし“華族商法”　夏枯れから閉店　繁昌するのはまず例外 華族
読売新聞 1948/7/28 こゝにも転落貴族　井伊元子爵の弟を検挙 華族
朝日新聞 1948/7/28 強盗になり損ね　井伊元子爵の三男捕る 華族
朝日新聞 1948/8/4 元子爵長男のサギ 華族
毎日新聞 1948/8/22 故大橋夫人生活苦の家出 上流階級
読売新聞 1948/8/23 宿命のダイヤ　大橋家のお家騒動　高木氏の失踪に共感 上流階級
毎日新聞 1948/8/23 都内にいるか　大橋未亡人の行方依然不明 上流階級
毎日新聞 1948/8/24 大橋未亡人帰る　七日間護国寺境内の知人宅に 上流階級
朝日新聞 1948/8/24 「須磨さん」みつかる 上流階級
朝日新聞 1948/9/11 高木元子爵か　高尾山中に白骨死体　 華族
朝日新聞 1948/9/12 高木氏でない　高尾山中の死体　 華族
読売新聞 1948/11/2 九條元公爵の令嬢家出 華族
読売新聞 1948/11/3 高木元子爵の死体発見　奥多摩の雲取山中で　 華族
読売新聞 1948/11/3 九条賢子さんの行方判る 華族
毎日新聞 1948/11/3 高木本子爵の死体　雲取山の尾根で発見　 華族
朝日新聞 1948/11/3 高木元子爵の死体　奥多摩山中で発見　 華族
読売新聞 1948/11/4 高木氏の遺骨自邸へ　 華族
毎日新聞 1948/11/4 足なれた駒鳥平　高木氏　身正し自然に還る　 華族
毎日新聞 1948/11/4 落葉のなかに　発見現場　 華族
朝日新聞 1948/11/4 山の林で首つり自殺　高木正得元子爵の死体収容　 華族
毎日新聞 1948/12/30 話題の主・その後　名門の子の巻 華族
読売新聞 1949/1/9 養豚とバーのマダム　鍋島元子爵夫妻希望の設計 華族
読売新聞 1949/2/27 元子爵が板の間　老いと落魄から盗み 華族
毎日新聞 1949/2/27 元子爵が板の間稼ぎ 華族
朝日新聞 1949/2/27 食えぬ悲劇　元子爵が板の間かせぎ 華族
毎日新聞 1949/3/13 （広告）本日登場！　お嬢さん乾杯！ お嬢さん乾杯！
読売新聞 1949/3/15 映画評　「お嬢さん、乾杯！」 お嬢さん乾杯！
読売新聞 1949/10/4 高木家の悲劇　正得氏の死を解く　“罪の甥”を苦に自殺？　 華族




読売新聞 1950/10/29 王族から職人へ　元李鍵公がガリ版屋開業 王公族
読売新聞 1950/12/25 大橋図書館の末路　先代の苦心も水泡　没落招いた？当主の愛欲行 上流階級
読売新聞 1951/4/8 元海軍少将の妻子がサギ 軍人
朝日新聞 1951/7/18 天声人語（「斜陽族」から「社用族」へ）
朝日新聞 1951/8/27 元子爵二男が空巣 華族
朝日新聞 1951/12/3 斜陽夫人もつい出来心　きのうの日曜・万引ばやり 華族
読売新聞 1952/11/28 我が家　久我美子 華族
朝日新聞 1953/3/2 二重橋前で自殺図る　元伯爵の長男重体 華族



























































































































































「貴族」と華族を同義のものとして扱う傾向が見られることは先ほど述べたが、一方で一九一九年と う古い例ではあ ものの、学習院を「貴族学校 と述べる記事（ 「学習院 生徒から
 
米無日の実行を注文」 『朝日新聞』一九一九年一月二十九日付他二件）も確認でき、皇族・華族をまとめて貴族とする場









































































わらず、当時の評論においては、 『斜陽』を華族の風俗を かんとした作品と捉えた上で評価しているものが多く、そうで ないと判断した














































大谷のようにはっきりと出自が述べられることはなく、 「光琳といふ画家」 が 「むかし私どもの京都のお家に永く滞在して、 襖に綺麗な絵をかいて下さつた」という文章や、 「駒場の」 「宮様」が「血縁つづき」であるという設定から推測するし ない。
 
むしろ、かず子たちが華族であることが証明される記述は、 「おれたちのやうに爵位だけは持つていても」という直治の台詞にあるように爵位を持ってい































































これは「西山さんのお嫁さん」の言葉を受けてのかず子の語りであるが、ここで 「宮様も華族もあつたもの はない」と、 「宮様」という言葉を交えて当時の時代状況を説明して る。 「西山さん
のお嫁さん」の言葉を受けての語りであることを考えれば「宮様」という言葉が入るのは不自然ではないだろう。
しかし、いずれの場合も華族であると断定せず「宮様」という単 を入れ込ん い ことは注目したい点である。
 
 






































































































せいに臣籍御降下」 （ 『毎日新聞』一九四六年十二月二十日付） 「明春、臣籍に降下」 （ 『読売新聞』一九四六年十二月二十七日付） 「皇族の臣籍降下
 
二月、
市民の仲間入り」 （ 『朝日新聞』 九四六年十二月三十一日付） 各紙で報道された。当初は一九四七年二月ごろに臣籍降下をする予定だったが、実際に十一宮家が皇族籍を離脱したのは十月 四日であった。
 
 
それではまず、 「お母さ 」の発病から死にかけて 場面について見ていきたい。
 
「お母さま
」 が発熱し、 「村の先生」 に診察を受け
るのは 「早くこの九月の、 蒸暑い、 謂わば残暑の季節が過ぎるといい
」 という文章からも明らかなように、

















































































































































































































































この公演は、 戦後初めて観ることのできた新劇 あり、 「六回 公演 九六〇〇人の観客を集めた」
四という。 一九四五年十二月三十一日付の 『朝日新聞』































の園』に関しての説明などがな ことから、右の文章は読者が『桜の園』を知 いることを前提に書かれていると思われる。ここからも、当時『桜の園』が人々に親しまれてい ことがうかがえるだろう。
 
 

















































































































































































































内演出体系を継続したもの」 であることを指摘し 上 、 「ぼくの印象では没落してゆく貴族階級に対して観客 涙を誘う悲劇的な 「桜の園」 になっていた」という感想を述べており、戦前同様、地主階級の没落を描いた悲劇と て鑑賞されている。
 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑧「うん、社長か。要するに 三等重役さ。何んにも取得が いね つまらん男だ。 」 （塩野君・第三十三話）
 






















































































































宮本小次郎 「恐妻・愛妻家列伝」 （ 『サンデー毎日』 一九五二年十二月二十八日号） によれば、 「一九五二年の日本で一番世間をにぎわしたもの」 は 「恐妻」



















































『ことばの事典』 （大日本雄弁会講談社、一九五五年）では先述した徳川夢声の説を 昭和十三年の春ごろ」 ことであると書いており、そうであれば一





































前の項で秀忠の妻・江子が「嫉妬で名高 女」であるこ が示された後、秀忠の唯一の庶子である正之の存在が「御台所を憚って全く秘密にさ 、江子
の生前には父子の対面さへなかつた、 思へば二代将軍も随分な恐妻家である」 と書かれており、 「恐妻家」 いう言葉が使われていることが確認できる。 「恐妻家」についての説明がとくにないことから、当時「恐妻」 言葉が一般的 使われ いたのかもしれない。また、妻の恐ろしさは示されているものの秀忠が妻に頭が上がらない様子が描 れているわけでは いため
、ここでは「恐ろしい妻を持つ夫」という意味で使われていた可能性も考えられる。
 
次に古いものは、佐々木邦「恐妻病者」 （ 『面白倶楽部』一九二六年四月）という短編である。主人公 同僚の一人である 相馬君 とその妻の夫婦関係




































































において恐妻現象が、かくだんに顕著 なつ きたこと」が問題で、その原因は「女がかくだんに強くなつてきたこと にあるようだと述べている。
 
この記事で注目したいのは次













その後、恐妻クラブの会長に推挙されたという漫画家の近藤日出造が、 「恐妻会」 （ 『婦人倶楽部』一九四九年十一月～一九五〇年十月）という題の小説を
連載する。しかしこ 作品は恐妻と関係の薄い物語が展開される中、最終話で突如恐妻会結成のエピソードが差し込まれるというものであり、物語内で恐妻の定義などが述べら
れているわけではない。のちに近藤はこの連載を振り返り、阿部と大宅に恐妻会会長という「名誉職を、あっという間に奪い去られ




















































『三等重役』で「恐妻家」という言葉が初めて いられるのは第二十二話「新年お目出とう」 （ 『サンデー毎日』一九五二年一月六・十三日合併号）であ




















































































られなかった傾向であり、そこにワダが指摘する「 「恐妻」 「恐妻家」という言説・表象が戦後的である れる」理由があ のではないかと考えら 。一でも述べたように、 「恐妻」の流行 背景 は、アメリカの夫婦像・ 庭観 影響があると思われる。
 
当時流布 れたアメリカの家庭像は、まさに妻が家庭の実権を握っている状態であり、それを昔から日本 存在した家庭像であ 「嬶天下」や 恐妻」
という言葉を用いて表現する






















































































しかし、源氏は 連載開始とほぼ同時期に執筆された「ラッキーさん」 （ 『オール読物』一九五一年十
月号）の中で、 「自分のお金を持つてる資










































































































































































立てた桑原社長だったが、帰り道に浦島さん 女性に振られるのを見 「急に何かし 嬉しくなって」しまう。
 
ここからも、やはり今回 浮気が社員への対抗意識から実行されたものであることがうかがえる。また、有楽町駅のホームで紙包みを提げた若原君と出






















































































博多に着くと、 そこには藤山社長の夫人が控えており、 桑原社長は藤山さんの頼みを引き受け、 おこまさんを夫人と偽って旅行することになる。 その夜、
同じ部屋で寝ることになった桑原社長はおこまさんに されるものの応じない。
 
















そういって、 桑原さんは寝床の中に入った。 正直にいうならば、 桑原さんといえども、 このまま木石であるためには、 一大勇猛心が要るのであった。
 











































































































































































































































































































































え方が残っている証拠」であり、もし日本に恐妻家がいるとす ば、アメリカ漫画の夫たちのように「妻をいたわる」気持ちからそうなったのではなく、「妻の貞節に価しない自己の不品行」という弱味があるために妻を恐れなければならな のだ 指摘している。
 









































































































































う話であるが、博多へ向かう途中浦島さんがおこまに「 ちの 、あれでなかなか貞操堅固 してね。要するに、恐妻家なんです
」
と話す場面があり、





































































































































達された「純潔教育の実施について」を契機とし 純潔教育委員会の発足（同年六月） 、 「純潔教育基本要項 発表（一九四九年二月） 、また一九五〇年十一月には男女の正しい交際やエチケットをまとめた『男女の交際と礼儀
』が発行され、具体的な指導方法が示された。
 
ようやく 「純潔教育」 の方針が固まっていく一方 、 当時 「オトナの良くない行い」 に影響を受けたことによる 「婦女暴行わいせつ的」 な 「男女あそび」
二十一



















































































いる人物だとされる。また、平林 指摘にもあったように、 「夫は、尊大にしておるべきものという考え方」が残っていたからこそ、そうではない状態を描くことによって笑い ゴシップの対象となっていたとも考えられる。
 
『三等重役』













んで独身サラリ マン座談会」 （ 『婦人生活』一九五二年七月号）や「たのしい職場を築くための座談会」 （ 『オール生活』一九五二年八月号）といっ
た座談








































二では、 『太陽の季節』 おける語り手 特徴と竜哉の描かれ方を考察
する。語り手の特徴は「～か」という形を多用することによって竜哉たちの価値観
に不確定さを表明しつつ分析や解説を繰り返していくこと、竜哉の考えをめぐって過剰に解説を加えるものの、断定はしないこと 二点である。また、竜哉が感情や行動の意味付けを、他者を介さなければ行えない、 「考えない」人物として描かれてい ことを指摘する。
 









































































































































石原作品では、人物の気持ちを語り手を通さずに示す際、引用符を用いて表すこ が多い。同時期に発表された他の作品では、人物の気持ちが地の文にそのままはめ込まれることも少なくないが、 『太陽 季節』に その傾向はほとんど見られず、多くは語り手による解説がセットになっている。それは行為についても同様であり 竜哉自身が何故そうしたかについては描かれず、語り手 解釈が示さ るだけである。
 




































































































































受けるか、そうで ければ無意識的に行われることが多い。本文中には、竜哉の行動を示す際「思わず」や 慌てて」と った衝動的な様子を表す言葉が挟まれる場面がいくつか確認できる。
 













ここまで見てきたように、 『太陽の季節』に描かれる若者の価値観は、それ自体が特殊なもの して存在するというよりも、語り手によっ 特殊なものと
して強調され いることがわかった。このことから、 『太陽の季節』は語りの操作が確認できる作品であり、語りの特殊性に着目しつつ、作品内部を詳細に検証していく必要性があ と思われる。
 
また、主人公である竜哉は外部の刺激によって感情が生成さ 、感情や行動の意味付けも他者 通 なければ行
えない、 「考えない」人物として描かれて


























































































これは、前述したように多くの石原作品で示される価値観であ が、この価値観が「灰色の教室」の時点ですでに示されていたことがわかる。行為者讃美の思想とその実践は、 「抵抗だ、責任だ、モラルだと、他の奴等は勝手な御託を言うけ ども、俺はそんなことは知っちゃいない。本当に自分のやりたいことをやるだけで精一杯だ
」
というエピグラフで始まる「処刑の部屋」 （ 『新潮』一九五六年三月号）とその主人公・克己によって一つの到達点を迎えるが、
「灰色 教室」の段階で 行為者讃美の思想は示されるものの、そ を実践す
る人物像は描き切れていなかったと言っていいだろう。
 
義久は自殺を繰り返す嘉津彦の行動の動機を 「考え」 ながら、 最終的に 「自分の取った一つの行為の結着の為に、 血だらけになって苦悶する嘉津彦の姿」
に感動を覚え、行為の重要性を実感し、美知子との間に出来た「赤ん坊」を生み育てる決意をするものの、美知子 転倒・流産 よって実行されることがないまま結末を迎えてしまう。
 





















ここまで、 「灰色の教室」と『太陽の季節』を比較した。その結果、 「二」で分析したような語り手の特色は、 『太陽の季節』独特のものであることがわか



















































































































































































































































































































































































































































































































































来する。節子は考えたり、自己分析をす 必要の 「幸福な種族」 （第十六節）に属していた である。
 
しかし、父と会食をしている段階の節子は、土屋との恋愛を通して機智 触れ、それ 疲れ、自分が「機智に馴染まぬ生れつき」であることに気付いた





つまり、 「偽善の裡に住」むことは、節子が自分の元々属して た、機智 ない世界に戻ることを意味すると言える。三で詳述するが、節子の出自が上流
階級（華族階級）として設定されていることを考える 、節子が戻るべき場所は上流階級的な価値判断に基づいた世界である。
 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れた節子のエレガントなファッションと、横にたたずむロマンチックな青年。彼らが海岸や避暑地のホテルで人目を避けて逢瀬を重ねる姿は、女性読者にとってありありと眼に浮かぶものであっただろう。 〔…〕読者である一般的な主婦層にとって、少し贅沢なライフスタイルがそこには展開されていたのだが、まさに「美徳のよろめき」 節子は女性誌で紹介されているようなものと重なる。 〔…〕女性読者たちはテクストにちりば
められた優美で上



































































しかし よろめきへの関心と魅惑は、 ま 人妻共通のもの」という言葉も、や り本心のようです。
 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































八源氏鶏太 三等重役（第十五回） 」 『サンデー毎日』一九五 年十 月十八日号
 




























































































「三等重役（第三十回） 」 『サンデー毎日』一九五二年三月九 号
 
十九


































































































































































































































































































































十また難波論でも示されているように、週刊誌での用例においても、初期（一九五六年）の段階では上流階級やブルジョア階級、 「ブルジョアの子弟」であることが「太陽族」であることの条件の一つであったようである。そうで い階層が「太陽族」を真似ている場合には「月光族」 「衛星族」と呼ばれていたようである。
 
十一
中元さおり
「三島由紀夫「美徳のよろめき」論
―〈よろめき〉ブームから読む―
」『広島大学大学院文学研究科論集』
第七十二号
 
二〇一二
年
十二月
 
十二
江藤淳「読者が小説に求めるもの最近のベストセラーを読んで」 読売新聞 一九五七年
十二月五日付
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十三
書籍の場合はタイトルや作者名、値段および出版社の紹介を除き、それぞれの広告に掲載されている『美徳のよろめき』に関する文句を全て引用した。
映画の広告は文句のみ引用した。
 
十四
新藤兼人「脚色の弁」 『シナリオ』一九五七年十一月号
 
十五
三島由紀夫
裸体と衣裳
―
日記
」 『三島由紀夫全集』第二十八巻
 
新潮社
 
一九七五年
 
十六
「恋する妻、恋される妻」 『週刊娯楽よみうり』一九五七年八月二十三日号
 
十七
「朝日法律相談所 窓から
 
住、金、離婚
 
都民の悩み
」 『朝日新聞』一九五六年七月二十日付
 
十八
「
家庭と職場の法律案内
」 『朝
日新聞』一九五七年七月四日付
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